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１．はじめに 

 

交通状況の複雑化が進む中、特に渋滞時における

所要時間情報の精度向上に対する要望の声が高まっ

ている。特に、都市間高速道路においては車両感知

器の設置密度は都市内高速道路に比べて低く、その

所要時間情報の精度向上の必要性も高い。一方、交

通状況改善において、ＩＴＳ（高度道路交通システ

ム）の果たす役割は大きなものとなっており、ＧＰ

Ｓデータを用いた様々な試みもなされつつある。し

かしながら、このＧＰＳデータを用いた所要時間予

測についての検討は十分にはなされていない。ＧＰ

Ｓデータを活用した新たな所要時間の算出手法の検

討が必要である。 

所要時間予測手法としては、リアルタイムデータ

のみを用いて予測を行う手法の他に過去の蓄積デー

タに基づいて予測を行う手法の検討がなされつつあ

る。しかしながら後者については、システム導入後、

データ蓄積のためのデータ収集期間が必要であり、

導入直後の予測は不可能である。蓄積データのない

路線、すなわちシステム導入直後の路線での所要時

間情報提供を想定した場合、リアルタイムデータの

みを活用した予測手法が必要である。そこで本研究 
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では都市間高速道路への適用を想定し、現在の所要

時間情報提供に用いられている車両感知器データに

加え、高速バスから得られるＧＰＳデータを活用し

た簡易的手法による所要時間予測の精度検証を行う

ことを目的とする。 

 

２．使用データの概要 

 

 首都高速６号三郷線（上り）10.41～0.35キロポ

スト間平日７日間を対象とし、対象路線上で取得し

た茨城バスロケーションシステムによる東京―茨城

各地間の高速バス（124便/日、運行間隔約10分）に

よるＧＰＳデータ（送信間隔１分）および対象路線

上にある車両感知器から得られる速度データ（５分

集計）を使用した。なお、車両感知器データについ

ては都市間高速道路を想定し、車両感知器間隔を約

300ｍから約2ｋｍへ間引いたものを使用した。 

 

３．分析方法 

 

（１）簡易的予測手法の精度分析 

首都高速道路６号三郷線において最も激しい午前

中の渋滞を対象とし、渋滞延伸時・解消時それぞれ

に対し、各予測手法（瞬時値、ＧＰＳ予測値）によ

る所要時間の精度分析および比較分析を行う。また、

本研究における渋滞延伸・解消の定義は所要時間の

真値の増加時を延伸、減少時を解消とする。 

予測手法については、瞬時値では約2ｋｍ間隔の

車両感知器データのみによる瞬時値とＧＰＳ速度デ

ータと車両感知器データを組み合わせた瞬時値、Ｇ

ＰＳ予測値ではデータの使用時間を過去5分、過去1

0分、過去15分、過去20分の４通りに設定し分析を

行う。 

 



（２）ＧＰＳデータの特性分析 

 渋滞域に存在する高速バスは渋滞域の交通密度、

すなわち渋滞による粗密波の伝播の影響を受け、加

速・減速、あるいは停止・発進を繰り返すことにな

る。このような状態にある高速バスから得られるＧ

ＰＳ速度データは瞬間速度であり、所要時間の予測

を行うためにはＧＰＳ速度データを一定時間におい

て集計化して利用することが必要である。 

 各手法において使用するＧＰＳデータによる速度

を１分集計から７分集計で算出し、最適な集計時間

の検討を行う。 

 

４．各手法の精度検証 

 

（１） 用語の定義 

 分析に使用した用語を表－１、表－２のように定

義する。 

表－１ 用語の定義（予測手法） 

用語 定義 方式

真値
ＧＰＳデータによって得ら
れた所要時間の実測値。

瞬時値
車両感知器のみを使用した、
同時刻における各車両感知
器区間の旅行時間和。

Ａ方式

瞬時値
（ＧＰＳデータ
　+車両感知器）

瞬時値と同様の手法をとる
が、小区間の旅行時間をＧＰ
Ｓデータと車両感知器データ
のうち最も近い取得地点の
速度データを使用して算出す
る手法。

Ｂ方式

過去5分：Ｃ方式

過去10分：Ｄ方式

過去15分：Ｅ方式

過去20分：Ｆ方式

ＧＰＳ予測値

ＧＰＳデータが得られた区間
に関してはGPSデータを利用
し、その他の区間ではそこか
ら最も近い車両感知器の速
度データを利用した、各区間
の旅行時間和。ＧＰＳデータ
については過去5分、過去10
分、過去15分のものを利用。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
デ
ー

タ

使
用
時
間

 
表－２ 用語の定義（分析） 

用語 定義

誤差率 誤差（各手法による所要時間－真値）/真値。

マイナス誤差発生率 マイナス誤差の発生する割合。

大誤差発生率
大誤差の発生割合。所要時間30分に対する
誤差±5分を基準とし、誤差率の絶対値が
16.7％以上である誤差を大誤差とする。

平均プラス誤差率 プラス誤差の平均値。

平均マイナス誤差率 マイナス誤差の平均値。  
 

（２）瞬時値の精度検証 

a）延伸時 

 図－１からわかるように情報利用者に不信感を与

えるマイナス誤差発生率は、瞬時値に比べＢ方式の

方が小さく、またＧＰＳ速度データの集計時間を短

くすることで小さな値となることがわかる。マイナ

ス誤差発生率、平均マイナス誤差率（図－２）につ

いても同様の傾向が見られるが、これは瞬時値に比

べＢ方式はより詳細な区間分割がなされているため

である。また、Ｂ方式の集計時間を短くする、つま

りより新しいデータによって速度を算出することで、

急速に延伸する渋滞に対する所要時間予測の精度が

向上するといえる。 
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図－１ 瞬時値の誤差発生比率（延伸時） 
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図－２ 瞬時値の平均誤差率（延伸時） 

b）解消時 

 図－３からわかるように、マイナス誤差発生率に

関してはＢ方式（集計時間7分）において47.2％と

プラス誤差、マイナス誤差の発生率がほぼ均衡した

状態となっている。これは集計時間を長くすること

で渋滞域内の粗密波の影響を緩和し、プラス誤差の

発生を抑えたためである。平均マイナス誤差につい

てはＢ方式のいずれの手法においてもその平均値が

16％を下回っており、良好な値が得られている。 
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図－３ 瞬時値の誤差発生比率（解消時） 
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図－４ 瞬時値の平均誤差率（解消時） 

 

（３）ＧＰＳ予測値の精度検証 

a）延伸時 

 ＧＰＳ予測値（Ｃ方式～Ｆ方式）において、使用

するＧＰＳ速度データの集計時間について２節と同

様の検討を行ったところ、3分集計時においてデー

タの安定化が見られた。よってここでは3分集計時

におけるＧＰＳ予測値についての分析を行う。 

 図－５よりＣ方式と瞬時値において同程度のマイ

ナス誤差発生率が得られている。また、図－６より

平均マイナス誤差率では瞬時値（33.4％）に比べＣ

方式は29.1％と誤差率が低く、この手法によって精
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図－５ ＧＰＳ予測値の誤差発生比率（延伸時） 

度が高まることが明らかになったが、その値は十分

とは言えない。 

 また、ＧＰＳデータの使用時間を過去20分まで延

ばした場合（Ｆ方式）ではＣ方式に比べ精度が低く

なっている。このことから、Ｂ方式同様、渋滞延伸

時においてはより新しいデータを使用することが最

も重要であることが明らかになった。 
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図－６ ＧＰＳ予測値の平均誤差（延伸時） 

b）解消時 

 図－７より、瞬時値に比べＧＰＳ予測値において

マイナス誤差の発生率が低くなっている。特に過去

5分のデータ活用したＣ方式においてはマイナス誤

差とプラス誤差発生率が均衡しており、他の方式に

比べ情報利用者の信頼を損なうことのない値にとな

っている。しかし平均マイナス誤差率においては過

去10分のデータを利用したＤ方式が最も高い精度を

示している。これは平均プラス誤差においても同様

であるが、Ｃ方式においてはＧＰＳ速度データの活

用時間が過去５分間と短いためにデータ数が少なく、

所要時間が算出されているためである。一方で、Ｆ

方式などデータの使用時間が長くなるにつれより古

いデータを使用することになり精度の低下が見られ

る最も両者のバランスが取れた方式がＤ方式である。 
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図－７ ＧＰＳ予測値の誤差発生比率（解消時） 
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図－８ ＧＰＳ予測値の平均誤差率（解消時） 

 

５．まとめ 

 

 以上の分析から、簡易的手法を用いた場合におい

てもＧＰＳデータと車両感知器データを組み合わせ

ることで、所要時間情報の精度向上が可能であるこ

とが明らかになった。しかしながら、本研究で交通

状況を渋滞延伸時と解消時に場合わけを行い、また

複数の手法において比較検討を行ったように、渋滞

延伸時や解消時など特定の交通状況のみに適応でき

る手法、あるいはその手法における使用データ、集

計時間を選定したに過ぎない。 

今後の課題として、渋滞延伸時、解消時はもち

ろん事故等の突発事象にも対応できるような予測手

法の確立が必要である。特に、渋滞域内においては

粗密波の影響による加速・減速、あるいは停止・発

進により、ＧＰＳ速度データの瞬間値においては大

きな変動が起きるため、ＧＰＳ速度データの取り扱

いには細心の注意が必要である。 

 また、本研究では自動車の旅行経路が定まってお

り、さらに一定の運行頻度が確保されている状況に

おいてＧＰＳデータの定量的取得が可能な高速バス

を対象としている。しかしこれは特定の路線のみに

限定されたものであり、一般道路等における更さら

なる検証が必要であろう。 
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